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   1) Aerobic ultivation of bacterial flora of normal 100 female urethra resulted in 
the detection of 6 strains of gram positive coccus, 2 strains of gram positive rods, 2 
strains of gram negative coccus and 2 strains of gram negative rod. It was also de-
monstrated that almost similar tendencies were found between bacterial flora in vaginal 
orifice and that in external urethral orifice in respects to the bacterial species as well 
as the detective rates. These evidences clearly indicate that the flora of external urethral 
orifice is affected by invasion of secreted fluid of vagina. 
   2) Gram positive cocci and rods were detected and isolated in a high rate from ex-
ternal urethral orifice  of normal female subjects ; 68  % of the isolated organisms are 
Staphylococci, all of which are classified as Staphylococcus epidermidis according to the 
Bergey's classification. 
   3) According to the method of swab isolation from an appointed part on female 
urethra s mentioned in the previous report I in a series of the studies, aerobic and 
anerobic cultivation were made with bacteria of 180 normal female urethra. The results 
indicated that, in 167 out of the 180 subjects, no organism was detected from an internal 
part of  2.0-3.0  cm in the distance from the external urethral orifice. 
   4) Regarding 100 subjects uffered from urethritis and cystitis, cultivation was made 
with bacteria of the vaginal orifice and the external urethral orifice. The results demons-
trated that, as in the normal subjects, imilar tendencies were found between the bacterial 
flora of the vaginal orifice and that of the external urethral orifice in respects to the 
bacterial species as well as the detective rates. It was also demonstrated that gram po-
sitive cocci and rods were detected in 18-64 % of all the  patients, but the flora count of 
the gram positive cocci and rods on the pure culture medium was always in low unlikely 
from the case of normal subjects. On the contrary, it was demonstrated that the detec-
tive rate of gram negative cocci and rods was as high as 2 fold in the patients as co-
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mpared with the  •-ormal  subjects, and that the colonies count on the respective plate 
medium was found to be higher in gram negative cocci and rods as compared with gram 
positive cocci and rods. 
   5) Apart from the evidences in normal subjects, urethral bacteria was detected from 
an internal part of  2.0-3.0  cm in the distance from the external urethral orifice in 62-84% 
of the patients with urethritis and acute cystitis. According to the bacterial species, 
Stapylococci were detected in a high rate of the patients as in normal subjects, but the 
detective rate of gram negative cocci was as high as 3-5 fold in a part of 1.0 cm from 
the distance from the external urethral orifice of the patients as compared with in the 
similar part of normal subjects. Gram negative rods in urethra were detected in none 
of the normal  subjects, whereas the bacteria were detected in as high as 14-32 % of the 
patients with urethritis and cystitis. 
   6) Among the urethral flora, Staphylococcus epidermidis was detected in a great 
number of the subjects, experimented. Being based on this evidence, investigation were 
made to determine the inhibiting actions of this microorganism towards the other bacteria. 
The filter disc method was used in these experiments with the filtrate derived from the 
cultivation of this species. In a series of the investigations, the following preparatory 
 attempts'were also undertaken satisfactorily with some remarks 
(1) Influence of culture mediums upon the inhibiting actions ; (2) Relationship between 
the bacterial count in the culture filtrate and the stage of the inhibition zone formation  ; 
(3) Influences of bacterial count of the experimented bacteria upon the inhibiting actions 
of the said bacteria ; and so on. 
   7) The said culture filtrate showed to exert growth inhibiting actions against B.  sub-
tilis and streptococcus faecalis significantly, but not against E. coli, Aerobacter aerogenes, 
Pseudomonas aerogenosa, etc. It was also demonstrated that culture filtrates of M.  can-
klidus and M. varians exert growth inhibiting actions against B. subtilis, respectively. 
   8) It may be suggested that there is a growth inhibiting substance in a culture 
filtrate of Staphylococcus  epidermidis. Some  observations were made to determine the 
properties of this substance, including the changes of pH of the filtrate, the duration of 
inhibition zone formation and resistance in heat. From the results obtained, it is pr-
obably possible that the said substance is not so stable under the conditions experimented. 
From the results of all the experiments and investigations, it may be deducted that forma-
tion and maintenance of a certain bacterial flora play important roles in respects to the 
incidences of urethritis and cystitis in female human subjects.
緒 言
第1編 の緒言 に述べ た如 く,女 子尿道 の細菌
学 的検索 に関す る研究 は,極 めて少な く,本 邦
に於 いても 赤須(1936),金子(1950)等が,
原著 として発表 しているに過ぎない.し かし女
子 尿道,膀 胱炎 の発症原因は,上 行感染 が重視
されてお り,こ れを解剖学的関係か ら唯単に細
菌 の侵襲 を受け易い と,漠 然 と考 察している.
これに関 して稲 田,岡,辻,金 子,根 本等が説


























































法 で 作 成 した.
(1)グ ラム 陽性 菌 群
(1)Staphylococcus
1)ブ イ ヨ ン2)牛 乳 培 地3)ゲ ラチ ン培 地4)6
%及 び9,6%食 塩 培 地5)糖 分解:グ ル コーゼ,ラ ク
トーゼ,サ ッ カ ローゼ,マ ソ ニッ ト,ガ ラ ク トー ゼ,
マ ル トーゼ,ラ フィ ノーゼ,イ ヌ リン の各 糖 を0 .5%
の割 にB,T.B.と共 にペ プ トン水 に 加 えた.6)硝 酸
塩還 元7)イ ン ドー ル産 生8)血 漿凝 固作 用等 を 検 査
した.
〔2)StaPhylococcus以外 のMicrococcus
1)上 記 の方 法1)-7)ま で を 行 ない 其 他 に勿継 臨 轡
._
謙 器 無1:號∫
IndicatorとしてB.T.B.を加え た培 地 上 の発 育 状 能
の観 察3)馬 鈴 薯培 地4)尿 素 培 地 を使 用 検 査 した.
(3)Streptococcus
1)1%ブ ドウ糖 加 ブ イ ヨ ン2)1%ブ ドウ糖 馬血
加寒 天 培 地3)牛 乳 培 地4)6.5%食 塩 培 地 及 びpH
9.6ブイ ヨン5)熱 抵 抗性:60℃30分6)胆 汁 抵抗 性
7)エ ス ク リー ン分 解 能等 に つ き検 査 した.
(4)グラム 陽性桿 菌
ユ)ブ イ ヨ ン2)1%ブ ドウ糖 馬 血 加寒 天培 地5)
イソ ドール 産生6)糖 分 解7)一 部 の 菌株 に ヒス血 清
糖 加培 地 を使 用 した.Corynebacteriumと思 われ る
ものは1),2),3),4),及び ナ イセ ル染 色,他 の桿
菌 は上 記 培地 で 観 察 の上 で,芽 胞 及 び爽 膜 染 色 を必 要
に 応 じ て行 なつ た.
(皿)グ ラム陰 性 球菌 群
(1)グラム陰 性 球菌
1)血清 ブ イ ヨ ソ2)糖 分解:グ ル コー ゼ,ラ ク ト
ーゼ,サ ツカ ローゼ,マ ル トー ゼ3)馬 血清 加寒 天 培
地 にっ い て検 査 した.
② グ ラ ム陰 性 桿 菌
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1)遠藤 培 地2)運 動性3)ク リグ ラ培 地4)糖 分
解:グ ル コーゼ,ラ ク トー ゼ,サ ツカ ローゼ,マ ソ ニ
ツ ト5)Methylred反応6)Voges-Proskauer試
験7)イ ソ ドール産 生8)ク エ ン酸 ソー ダ培 地9)尿
素培 地
以 上 の培 地 使 用検 査 に よっ て同 定 を行 なつ た.
4.実 験 成 績
1)正常 女 子100例の 外尿 道 口 並び に 膣入 口部 か ら
は,全 例 に 好気 性 菌 を 分離 し得 た.即 ち グ ラム陽性 球
菌6株,グ ラ ム陽性 桿 菌2株,グ ラム陰性 球 菌2株,
グ ラ ム陰 性 桿 菌2株 で 合計12株で あ る.(表2)之 等
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分 離 菌 の夫 々の株 別 を分 類 し,グ ラ ム陽性 球 菌 の中 で
最 も多 く見 出され た のは ブ ドウ球 菌 で あ り,次 い で グ
ラム 陽性芽 胞 性及 び 無芽 胞 性 桿菌,グ ラム陰 性球 菌 等
の順 で あ る.外 尿 道 口部か ら68例(68%)68株,膣入
口部 か ら73例(73%)73株を 分離 した ブ ドウ球菌 は す
べ てStaphylococcusepidermidisに属す る もので
あ る。又 表 中に グ ラム陽性 双 球菌 として,外 尿 道 口部
か ら26例(26%)26株 と膣 入 口部 か ら32例(32%)
32株,計58株 を分 離 した が この 中 でMicrococcus
candidus20株,Micrococcusvarians16株で あ
り,他 の株 は 同定 し得 なか つた もの であ る.グ ラ ム陰
性 桿 菌 は,外 尿 道 口か ら7例(7%)7株 を分 離 し,
すべ てEscherichiacoliであ り,膣 入 口部か ら12例
(12%)12株で そ の うち8株 がEscherichiacoli,
2株 がAerobacteraerogenes他の2株 はProteus
で あつ た.
2)尿 道 内1.Ocmの 部 位 か ら96例(96%)に,グ
ラ ム陽 性球 桿菌 と少数 の グ ラム陰性 球 菌 を 分離 した.
(表3〔1))この96例 中でStaphylococcusepider-
midisに属 す る ものが72例(72株)72%を 占め,同
時 に グ ラム陽 性球 菌34例(34株)34%に 分離 し 得 た
が,グ ラ ム陰性 桿 菌は 全 例 に陰 性 で あつ た.(表3②)
3)尿 道 内1.5cmの 部 位 で は40例(40%)に グラ
ム陽 性球 桿菌 を 証 明 した.即 ちStaphylococcus
epidermidisが全 例(40株)40%に,こ の 中 同時 に グ
ラム陽 性桿 菌10例(10株)10%に分離 し得 た のみ で,
グ ラム陰 性 球 桿 菌 は全 例 陰 性 で あっ た.こ の部 位 か ら
の 各 分離 培 地 上 の 集 落 数は,尿 道 内LOcmの 部位 の
もの と異 な り,極 め て少 な く平 均5～10個 で あつ た.
4)尿 道 内2.Ocmの 部 位 か ら5例(5株)5%,
尿 道 内3.Ocmの 部位 か ら2例(2株)2%に,グ ラ
ム 陽性 球 菌 のみ 分 離 した.即 ち 両 部位 か ら7例7株 を
分離 した が,こ の中5株 がStaphylo℃occusepide-
rmidisで,他の2株 はMicrococcuscandidusで
あ つた.こ の場 合,各 分離 培 地 上 の 集 落数 は,1～2
個 に過 ぎ なかつ た.
5)尿 道 内2.Ocm.3.Ocmの部 位 か ら採 取 した 被
検 材料 の嫌 気 的 培養 のみ を,更 に80例に っ い て行 なつ
た.分 離 培 地 は 血液 平 板 培 地 の み を使 用 し,培 養 方法
は デ シ ケ ー タ ー中 に入 れ 密 閉 後 に,黄 燐 を 使 用 してか
ら37℃ 贈 卵 器 中 で,24,48時間培 養 した.こ の分離
成 績 は,80例 中6例(8株)分 離 した が,一 平板 培 地,
上 の集 落 数は1～2個 で,す べ て グ ラム 陽性 球菌 で あ
つ た.こ の 球菌 はStaphylococcusepidermidis6
株,Streptococcus2株で あ る.



















































4)尿 道炎膀胱炎例の外尿道口及び 膣入口部 から
















































































































か ら100%,2.Ocmの部 位 か ら76%,3.Ocmの部位
か ら62%に細 菌 を 分離 した.
6)尿 道炎 例 及 び急 性 膀 胱 炎 例 の尿 道 内 細 菌 の検 出
率 と菌 種 につ い ては 表6,7に 示 す如 くで あ る.こ の
分 離培 地 上 の 集 落数 は,一 平 板 培 地 上 に尿 道 内2.Ocm























































部 位 では 平 均10個で あつ た,尿 道 内 か ら分離 され た 菌
種 の大部 分 が グ ラム陽性 球 菌 で,そ の うち で もブ ドウ
球 菌 と してStaphylococcusepidermidisに属 す る
ものが 多か つ た.尿 道 内2。Ocm以 上 に グ ラム陰 性 球
桿 菌 が 検 出 され た 症 例は,常 に外 尿 道 口部 か ら検 出 さ






















胱炎例共 に6～7%で 意外に少なかった.四 連球菌
は,膀胱炎例の外尿道口部から26%,膣入口部から16'
























































既製 の粉 末109及び409を夫 々11の 蒸 留水 に 溶解
後15ポン ド,15分高 圧減 菌 して分 注 した.要 時 これ を
溶解 して,平 板 固形 培地 と して使 用 した 。又 使 用菌 株
に応 じて,3～15%の 割 に 馬血 清 を 加 えた もの を使 用
した,pH7.2
ii)液体培地:乾 燥 ブ イヨ ン培 地(栄 研)
既製 の粉末209をllの 蒸 留 水 に溶 解 し,所 要 の容
器 に分 注,15ポン ド15分高圧滅 菌 した.pH7.2
② 使 用菌株 の湧 液作 製
先 に 分 離 し 得たStaphy正ococcusepidermidis
(以下Stph.epidermidis).Micrococcuscandidus
(以下M.candidus).Micrococcusvarians(以
下M.varians).の各1株 を夫 々液体 培 地 で1～30日
間,37℃ 艀 卵器 中 で培 養 した.こ の 培養 液 をSeitz.
E.K.1戸過 器 を用 い て各菌 種 の 源液 を 作 製 した.
2実 験方 法
蒸留水 で稀 釈 した 被検 菌 々液1～10mgを 予 め 溶 解
した1%Heartinfusionagar(有菌層)と 混 釈 し
て,こ れ を先 に滅菌 シャ ー レに 平 板 と した4%Heart
infusionagar(無菌 層)に 静 か に 重 畳 した.(表
8)次 いで 直径5mm叉 は7mmの 滅 菌 円板 戸 紙 に
培養源 液を に じむ 程度 に 浸 した もの を,滅 菌銀 子 で そ
の表面 にお き,6℃ 冷 蔵 庫 中,12時間静 置 した 後 に,
37℃艀卵 器 内 に移 して24,48時間 培 養 した.然 る後
に演紙の 周囲 に生 じた 阻止 環 の 直径 を透 過 光線 の も と
で計測器 に よっ て測 定 した.計 測 器 は,オ プ エ ク トガ
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ラスにO.5mm宛 の 目盛 を 附 した もの を 作 製 使 用 し
た.
3実 験 条 件 の検 討
本実 験 に あ た り好適 な 同一 条 件 下で 行 な うべ く,阻
止 環 形成 の影 響 につ い て,上 記 の実験 方 法 に従 つ て予
備 実 験 を行 なっ た.前 述 したStaph.epidermidisの
10株(能働株)の 培 養 瀕液 を 作製 し,被 検 菌(被働 株)
と して慶 大 医学 部 細 菌 教室 か ら 分 与 され たBacillus
subtilis,Streptococcusfaecalis(以下Str.fae-
calis)及び余 が 分離 したStr.faecalisの各1株 に
つ い て,阻 止 環形 成 の 有 無を 游紙 小 板法 に よっ て確 か・
め て か ら次 の実 験 を行 ない,そ の成 績 にっ い て簡 単 に
述 べ る.
(1)培地 に よる影 響
i)無 菌 層 の厚 さに よ る阻止 環 形 成 の影 響 で あ る.
滅 菌 シャ ー レ(直 径9cm)に,4%Heartinfusion.
agarを7,15,20m1宛流 した 平 板培 地 上 に,被 検菌
1皿gを 混 釈 した1%Heartinfusionagar4m1を
重 畳 した.4%Heartinfusionagarを20m1にす
る と,阻 止環 が7,15m1の ものに 比 して平 均1m皿
ノ」・さ くな る.
ii)1%Heartinfusionagarを2,4,7,10m1と
して,こ の 中 に 被 検菌1mg又 は2mg宛 混釈 し,
4%Heaertinfusionagar15m1上に重 畳 した.被
検 菌1mg,4m1の 場 合は 透 明 で境 界 明確 な 阻止 環 を
形 成 した が,5ml以 上 の 場 合は 被 検菌 々量 にか かわ
らず,そ の境 界不 明瞭 と な り計 測 し難 くな る.
iii)培地 のpH:培 地 の量 と 被 検菌 量 を 一 定 に し
て,無 菌 層 のpH5,6,7,8の もの を 作成 し,前 述
の方 法 で 阻止 環 形 成 の有 無 と大 きさを 検 べた.そ の結
果,特 にpHに よ る影 響 は 見 られ な かつ た.
② 培 養 液 中の 菌 量 とそ の 阻止 環 出現形 成 期
培 養時 のStaph.epidermidisの菌 量は,ブ イ ヨン10
m1に2,5,10mgを加 そ,夫 々37℃ 瞬 卵 器 中で48時間
か ら30日間 培養 した もの につ い て,炉 液 を 作製 した.
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菌 量 に糸 り関係 な く48時間 培 養後 の もの に,阻 止 環形
成 が 僅か に見 られ た 。5日 間 培 養 した もの は,阻 止 環
の境 界 も 明瞭で,7～9日 間 以後 の もの では,阻 止 環
形 成 が ない か,境 界不 明瞭 で 計測 上 の 明 確 さを 欠 く.
又 培 養液 中の菌 量10mgと した ものは 阻止 環が5mg
以 下 の もの よ り,平 均1mm大 で あ つ た.
(3)被検 菌 々量 に よ る影 響
シャ ー レに 流 し込 む 培 地 の量 を一 定 に して(無 菌 層
15m1,有菌 層4m1).有菌 層 の被 検 菌 々量1,2,3,5,
10mgと した.阻 止 環 形 成は3及 び5mgで は 境 界が
不 明瞭 とな り計測 し難 く,10rngでは 認 め られ な かつ
た.
以上 の 成 績 を 検 討 した 結 果,培 地 の 無菌 層 は4%
Heartinfusionagar15m1,有菌層 は1%Heart
infusionagar4m1で混 釈 した 被検 菌1mgを 混 合
した もの に,5,7,9日 間 培養 した培 養 炉 液 を作 製
して,炉 紙 小 板 法に よっ て次 の 実験 を行 なつ た.即 ち
前 述 した女 子 尿 道か ら分離 したStaph.epidermidis
50株の 各培 養 炉液 に つ い て次 に示 す被 検 菌 種 に対 す る
発 育 阻止 作 用 を検 べ た.


























































+=阻 止 環 形成 あ り.
一:阻 止 環 形成 な し.
数字は能働株数を示す
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績が得 られ た,・能働 株 のStaph.epidermidis50株
の培養 炉液 中で,48株 の 炉 液がB・subtilisに・又
38株の炉液 がStr.faecalisに対 して完 全 阻 止 作 用
があ り,こ の他 にB,subtilis,Gaffkyatetragena
(以下Gaf.tetragenaに対 して,各2株 の 炉 液
が不 完全阻 止 を 示 した.上 記50株 中10株 の炉 液 が
Staphylococcusaureusに,又10株の 炉 液がStr.
faecalisに,更にBacillusに対 し て10株 の炉 液 が




対 しては まつ た く阻 止 作 用 を認 め なか つ た.M.can-
didus10株,M.varians8株の培 養 炉 液 は,こ の
うち各5株 の もの が,B.subtilisに対 し てのみ 完 全
阻止作用 を示 し,其他Bacillus,Str.faecalis,Gaf.
tetragenaに対 して両 者 湧 液が(各1株),不 完 全 阻
止作用 を示 した.又B.Subtilisに対 してM.can-
didus2株の炉 液が,不 完 全 阻 止 作 用 を示 した.以
上 の実験 成 績か ら培 養炉 液 中 に はWeberが 述 べ た発
育阻止物 質 の存在 が 考 え られ,そ の23の 性 状 に つ
いて検 索 した.
5培 養 炉液 中 の発育 阻 止 物 質 の性 状
B.subtilis,Str.faecalisに完 全阻 止作 用を 示 し





























































































形成を示さなかった 炉液のpHを 測定した ところが
pHZ6～8であつた.(表11)
iii)耐熱性
同一菌 株 か ら作 製 した?Fueの8ccを8本 の 小 試 験
管 に1cc宛 分注 して,そ の 中 の1本 は 対照 と し,4
本 は 各1本 宛40℃ 温 湯 中 に10分,15分,20分,30分














































































分,20分間,又60℃ の 温湯 中 に1本 を10分間 債け て
お い た.(表12)
之 等 の 沢液 につ い て阻 止 環 形成 の 有 無 を検 ぺ,40℃
30分で は 阻止 環 形 成 が あ り,50℃10分,20分 お よび
60℃10分では まつ た くそ の 形成 が見 られ なか つ た,
以 上の 実験 に よ り培 養炉 液 中 の発 育 阻 止物 質は,余
り安 定性 の あ るもの とわ 言え ない,
尚 表 中 の菌 株 はSt9(St19,St29),St10(St1
10,St210),St17(St117,St217),StK(StlK,
St2K),St40(Sti40,Stz40)の各2株 宛 が 同一 成
績 を示 した.
総括並びに考按
第1編 に述 べた如 く余は,女 子尿道細菌叢 の
実験的研究に際 し 尿道 分劃採取 方法 を 考案 し
て,そ の分離培養成績 並びに手技上 の優劣を比
較 検討 し,耳 鏡 と短管法 の直接法 の併用によつ
て行 な うべ きで あるとい う結論 を得た.
そ こで上記 の採取法 に従つて正常例 並びに尿
道炎膀胱炎例 の尿道 の細菌学的検索 を行 なつた
が,尿 道 と相接 している膣内或 いは膣 分泌液の
細菌 との関係を考慮 しなければな らないので,
同時に膣 入 口部 の細菌 の検索を も行 なつ た.膣
内 自浄作用 につ いては周知 の如 く,D6derle-
in,Menge,Heurlin,Schr6deroo)Gi)等の研
究 により多 大の貢献が もた らされ た.本 邦では
勝野脚,水 野等47》3鰯)ωの詳 畑な報告が あり,
妊 婦の膣内pHは 各妊娠 月数 に よつて 異 なる
が,非 妊婦に比 して酸性に傾 き,膣 内清浄度は
第 皿度 が多 いとしている30)4P膣内自浄作用の
研究に伴 ない膣 桿菌 の常在が重視 され,他 の細
菌 は雑菌的存在であ るとするもの もあ る.し か
し真柄441,水野,藤 井48).秋穂3〕等は,腸 球菌
或いは腸球菌様 双球菌の必要性 を説いてい る.
叉明城4b)は,膣桿菌以外 のものは,各 要約に よ
っ てPt・eeの期間存在55)5CJ)するもの としている.
この膣 内種 々の細菌 の由来30)3s》3Y,に関する実験
的研究或 いは考察がな され,常 在菌 との関連性
について種 女論議 されてい る.健 康妊婦の膣 内
か らは,特に ブ ドウ球菌が26)45〕fi3)55)80),約60%に
分離 され ている.連 鎖球菌 は4)23}53).約7～20
%に,産 褥熱 中57)のものか らは高 率に証明 され
た.健 康i妊婦並 びに非妊婦 の膣 内か らの大腸菌
le)28,BS,6fi}78)は平均10%の検出率で あるが,岡 本
03).陳10)は妊婦例 から1例 も証明 され なかつた
と附記 してい る.
余は,正 常女子並 びに尿道炎膀胱炎例 の外尿
道 口部 と膣 入 口部 か らブ ドウ球菌 を共に60%前
後分離 し得 た,然 し尿道炎膀胱炎例の各分離培
地上 の集落数 は,正 常例 のものに比 して非常 に
少なかつた.連 鎖球菌 は,正 常例 の膣 入 口部 か
ら16%に分離 されたが,尿 道炎膀胱炎例共7%
で意外 に 少 なかつた.し かし グラム陰性球菌
は,膀 胱炎例の外尿道 口部 と膣 入 口部 か ら正常
例 の約2倍 以上に分離 され,こ の場 合,培 地上
のグラム陽性 球桿菌の 集落数 は 少 な かつた.
Weaver84〕は,非 特 異性帯下 の細菌群 か らグラ
ム陰 性球菌 を高率 に検出 し,注 目すべ きである
としている.次 にグラム陰性桿菌は尿道炎膀胱
炎例 に 於 いて 正 常例 の2倍 の 検出増加を 認 め
た.急 性膀胱炎例 か ら導 尿培養 して多数 のE.
coliを分離 したが,外 尿道 口部 と膣 入 口部か
らの分離 率 とは一致 しなかつた.正 常例 に於け
る膣 入口部 か らのブ ドウ球菌,連 鎖球菌,大 腸
菌 の各検出率は,従 来報告 された膣 内検 出率 と
大差 が見 られ ない.分 離培養成績か ら正常例並
びに尿道炎膀胱炎例の外尿道 口部 と膣 入 口部の
細菌 は,各 症例毎 に略 々同種 菌属 が認め られ且
その検 出率も平行 していた.即 ち明 かに外尿道
口部 は,膣 分泌 液の侵襲 を受け てい る事 が窺わ
れ る.し か し解剖学的 に之等 の部位 に多数の大
腸菌が分離 され るもの と考 えていたが,意 外に
少なかつ た.尿 道 内細菌は,正 常例 に於 ける尿
道 内1cmの 部位か ら96%に検 出したが,尿 道
内1.5cmの部位 では 急激に 減 少して1.Ocm
の部 位の倹出数 の半数以下 を示 した.叉 尿道 内
2.Ocm,3.Ocmの部位 か らは,好 気的並 びに嫌
気的分離培養に よつて180例中13例(7%)に
検 出されたが,そ の分離 培地上 の集落数 も1～
2個 を認 めたに過 ぎない.こ の検 出数 も余の尿
道 分劃採集法 は絶対 に手技上 の失敗 による汚染
されない方法 と,断 言 出来 ない 事 から 考 えれ
ば,尿 道 内2.0～3.Ocmの部位 は無菌状態であ
る と言 える.金 子は,余 の硝子管法に該 当する
方法 で検査例数 の約 半数 が,尿 道 内3.Ocmの
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部位は無菌状 態で あつた と述 べてい る・尿道炎
膀胱炎例では,正 常例 と異 り尿道 内2.Ocm,
3.Ocmの部位か ら60～80%の高 率に 細菌 を分
離 した.そ の菌種 としてStaph.epidermidis
に属するものが大部分 を占めていたが,尿 道炎
膀胱炎例ではグ ラム陰性球桿菌 が証明 され・特
にグラム陰性球菌の増 加が目立つた。 この場 合
には,明 かに尿道内1.5～3.Ocmの部位に尿道
鏡検査で,軽 度 であるが充血 と浮腫が認 め られ
た.
以上の如 く正常例 と尿道炎膀胱炎例の尿道細
菌叢に著明な変化が認 め られ,こ れは女子尿道
膀胱炎 の一発症 機転 に重要な関連性 を有 るもの
と推察される.
野嶽el)は一定の細菌叢保持には細菌 の拮抗 共
棲作用が重要な役割を果 たす もの としてい る.
細菌叢の共棲,拮 抗或いは殺菌作用 に関 しては
特に口腔内の実験的研究37'70)73)75)が目立つ てい
る.TompsonS2},園山7fi》等は唾液 中のヂフテ
リー菌に対 する 殺菌 作用が 従来 言われ ている
Lysozyme,ログ ンカ リウム,Inhibin等にょ
るものでな く細菌 々株間の拮抗 作用に よるもの
であると強調した.叉 森50〕「'2)は膣 内容上 清に強
い抗菌性物質が存在する もの としてい るが,大
熊a7)は細菌叢 内の菌株間 相互 の拮抗作 用 も自浄
作用の一助 となることを車視 してい る.細 菌 の
相互拮抗 岸用 の実験的研究 として腸 内細菌1)1「')
6T)78)に関するものは,古 くか ら行 なわ れ て い
るが,ブ ドウ球菌にっ いてはFrendenreinに
よつて始めて記載 され,本 邦ZP24)53}74)79)でも夫




出したので,こ の培養瀕液 につ いて瀕紙小板法
に基づき他菌に対す る発育阻止作用を実験検 討




faecalisに発育 阻止!斥用 を 示 し た.又M.
candidus10株中5 ,M.varians8株中5




同一菌種で もその菌株に よつて異 なる ものと考
えられ る,し か し女子尿道細菌叢 からB.sub-
tilis,Str.faecalisが僅かに分離 し得たに過
ぎなかつた事はStaph.epidermidisの存 在
によるもの と思われ る.こ の実験 成績 は,そ の
方法及 びStaphylococcusの分類8)が異な るこ
とで,WeberS「'}の報 告 と多少の差異 をみた も
の と思われ る.次 いでStaph.epidermidisの
培養酒液の中にある発育 阻止物質 の性状 を追究
した.こ の培養瀕液を6℃ 冷蔵庫,37。C贈i卵
器中に入れてお くと阻止環形成を示 さず,そ の
pHが アルカ リ性 に 傾い て いた.こ の瀕液 を
pH7.2-7.4に補 性 して も阻止環 を 形成 しなか
つた.文 予備実験で 阻止 環形 成 には,培 地 の
pHfiO)7s)が影響 しない ことを知 つた.即 ち以上
の事から保存培 養瀕液に阻止環形成 の発現 を見
なくなるのは,pHの 変1ヒで はな く,組 成の変
化に よるもの と考 えざるを得 ない.又 游液 中の
発育 阻止物 質の耐熱 馳は50。C10分,20分,
60℃10分で破壊 される様 である.以 上 の実験
成績か ら培養游液中の発育阻止物質は安定 性の
もの と言 えない.ノく熊卵は ブ ドウ球菌 とカンヂ
グ属に発育阻止作用 を示す大腸菌 培養 瀕液中の
発育阻止物質は,案 外不安定 な ものであつ たと
報告 してい る.之 等 の実験は,極 く一部 の細菌
につ いて行 なつた ものであるが,細 菌 々種間 の
相互拮抗作用 の存在は明かに認め られた.し か
し培地上 の成績を其儘生体 にあてはめ られ るも
のではないかも知 れないが,一 定 の細菌叢 の形
成保持に重要 な役 割をはたす ものである と考 え
る.叉 細菌叢 の変化を 唯単に 細菌 々種 問共棲
拮抗作用で 解 決 され るもの では ない と 思 う.
Youngs了)Spence76)辻B3).岡63)等が述べた如 く
女子尿道 では,慢 性尿道炎 が見逃 され易 く,又
組織学的34〕73)に二 次的 炎症性変化 を発来 し,諸
変化が波及 し易いので,尿 道内の環 境の変化 を
招来 して,尿 道細菌叢 の変化を来たす もので は
ないか とも言 え る.叉 グラム陰性桿菌 は,尿 道
炎膀胱炎例の 尿道 内か ら可成 の率に分離 され て
いるが,こ れは本 実験 に於 いて も明か な如 く同
時 に存在 するブ ドウ球菌に,発 育阻止作用が な
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いため と解 され る.。更に岩 田,岡 山32)等の述べ
る抗 原抗 体反応等が外尿道 口か ら内方 えグラム
陰性桿菌の侵 入 し易い状態 とな り,前 述 した細
菌叢 の変化 をもた らした もの と考 える.唯 単に
解剖学的理 由のみで,こ の感染 発症 を解 決す る
事には疑 問をいだかせる もので ある.
結 論
1。 正常 女子100例の尿道細菌叢 の好気的培
養を行 なつて,グ ラ ム陽性球菌6株,グ ラム陽
性桿菌2株,グ ラム陰性球菌2株,グ ラム陰性
桿菌2株,計12株 を分離 し得 た.外 尿道 口部 と
膣 入口部 か ら 略々同様 な 菌種 と分離 率を 示 し
た.即 ち外 尿道 口部 は,膣 分泌液の侵襲を受 け
ている事が明かであ る.
2.正 常 女子 尿道 の外尿道 口部か らグ ラム陽
性球桿菌 が 高 率に 分離 され,こ の中 で ブ ドウ
球菌が68%を 占めてい る.こ の ブ ドウ球菌 は
Bergeyの記 載に準 拠するとStaphylococcus
epidermidisに属 する もので あつた.
3.正 常女子180例の尿道か ら第1編 に記述
した尿道分劃採取法 によつて,好 気的並 びに嫌
気的分離培養を 行 ない,167例の尿道内2.0～
3.Ocmの部位 は無菌状 態であつた.
4.尿 道炎 並びに膀胱炎例100例の外尿道 口
部 と膣 入口部 の分離培養成績 は,正 常例 と同様
に菌種 と分離 率が平行 していた.グ ラム陽性球
桿菌を18～64%に分離 したが,正 常例 と異なつ
て各分離培地上 の集落 数は少なかつ た.こ れに
反 して グラム陰性球桿菌 が2倍 も多 く証 明 され
且各一平板培地上 の集落数 もグラム陽性球桿菌
のものに比 して増加 していた.
5.尿 道炎並 びに急性膀胱炎 例の尿道 内細菌
は,正 常例に反 して尿道 内2,0～3.Ocmの部位
か ら62～84%に検 出 した.株 別 に見 ると正常例
と同様 にブ ドウ球菌 が多数 を占めたが,グ ラム
陰性球菌は尿道内1.Ocmの 部位か ら正常例 の
3～5倍 も分離 された.又 グラム陰性桿菌 は正
常例か ら1例 も証明 されなかつ たが,尿 道炎膀
胱炎例か ら14～33%に分離 され た。
6.尿 道細菌叢ではStaphylococcusepi-
dermidisが多数 分離 され たので,こ の培養lfi
液 を作製 して瀕紙小板法 によつ て他菌に対 す る
拮抗作用 を検べ た.こ の実験 にあた り,充 分に
培地 条件等 の阻止作 用に対 す る影響 について予
備実 験を施行 し且検討 を加 えた.実 験 によりこ




対 しては まつた く その作用が 認 め られ なかつ
た.又Micrococcuscandidus,Micrococcus
variansの培 養瀕液 につ いても 阻止作用を検
ぺたが,Bacillqssubtilisに発育阻止作用が認
め られた.
7.上 記 の 実験 成績 か らStaphylococcus
epidermidisの培養液中には 発育阻止物質 が
存 在す ると老 え られる.然 し その 性状 に つい
て,即 ち 簗 の湧液 のpHの 変化,阻 止環形成
期 聞及 び耐熱 性を検 索 したが余 り安定 性のある
ものでは なかつた.
8.以 上 すべての実験成績か ら老 えて,一 定
の細菌叢 を形 成保持 す ることは,女 子尿道炎膀
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図1Staphylococcusepidermidisの 培 養 炉
液 のBacillussubtilisに対 す る 阻 止 環 形 成
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図2Staphylococcusepidermidisの培養 炉
液 のLStreptococcusfaecalisに対 す る阻
止環 形 成
一
「.図3Micrococcuscandidusの 培 養 炉 液 の
Bacillussubtilisに対 す る 阻 止 環 形 成
圏
図4Staphylococcusepidermidisの培養 汚
液 のBaci11ussubtilisに対 す る完 全阻 止
(右)と 不 完 全 阻 止(左)
